
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東松島市学生震災ガイド。発災時

に小学校６年生だった６人が高校

２年生になった 2015 年にボランテ

ィア震災ガイドを立ち上げました。 

震災の風化を感じて自身の目的

意識から活動を始めた TTT メンバ

ーが展開する話は、大人たちが話 

東調布中学校チアリーディング部トレジャーズで

す。創部３年目、新一年生を迎え、初めて３学年

揃って演技をします。現在は６月末に行われる関

東大会に向けて、日々練習に励んでいます。今

日は皆さんに「元気・勇気・笑顔」を与えられるよ

うに精一杯頑張ります！ 

在日本大韓民国民団 

東京大田支部チャンゴ 

チームは、大田区を拠 

点に農楽(サムルノリ) 

を演奏している団体で 

す。韓国伝統の４つの 

打楽器を打ち鳴らしな 

がら農楽(サムルノリ)演奏を通じて地域住民との文化交流を広げていま

す。「演奏者と観客が一緒に楽しむ」をモットーに活動しています。 

※農楽(サムルノリ)：韓国伝統の４つの打楽器 ケンガリ(雷)・チン(風)・プ

ク(雲)・チャング(雨)を表す。 

すのとは少し違った展開になります。メンバーごとに自分で記憶している

震災体験も、講話で重点を置く着眼点も違い、互いの個性によって話に

大きな差が出ます。今回大田区でお話しするのは結成メンバーであり、

最も講演回数の多い小山綾さんと齋藤茉弥乃さんのおふたりです。 

2016年６月、東松島市大曲 

コミュニティーセンターで、 

オカリナサークルを立ち上げ 

ました。オカリナのやわらかい 

音色を出したいと思いました 

が、最初は楽譜も読めず、 

指も動かない私たちでした。 

それでも和気あいあいとなごやかに練習を重ねていま

す。地域の文化祭やお祭りなどに出ています。 

私たちつくし愛好会は、平成 25 年

10月に東松島市で発足しました。人

数は少ないのですが、舞踏を通じて

仲のよい友だち同士で、互いの舞

踏で高め合うことを目的とした、月に

一度だけの楽しい愛好会です。 

 私たち絆音楽祭実行委員会は、東日本大震災発災以降、大田区と区民が協働で続けている被災地・被災者およ

び避難者の支援ボランティア活動を通じた仲間が中心となって生まれました。この活動により芽生えた大田区と

東松島市の交流・友情・縁（えにし）。そして互いの感謝の想いが積み重なりこの音楽祭ができあがりました。 

 大田区と東松島市は友好都市となり、これからさらなる交流を進めていきます。 

 私たちは互いに励まし合いながら絆を深めていきます。私たちはこの震災の被災地と被災者の皆さんからさま

ざまなことを学び、大田区の地域防災力を向上させていきます。 

 大田区民と東松島市民の有志が集い企画したこの素敵な音楽祭をお届けします。お楽しみください。 

大田区＆東松島市 絆音楽祭実行委員会 

開催にあたって 

大田区＆東松島市 絆音楽祭 

私たちＪＭＣは、城南

信用金庫の部活動の

一環として、様々なジ

ャンルの音楽好きが

集い、地元商店街の

お祭りや地域のイベン

トに参加させていただ

いております。 

いま、めばえのとき 

絆音楽祭には二度目の出演です。幅の広いレ

パートリーが売りの東松島市を根城に活躍し

ている究極のおやじバンドですが、今回は聴

いて懐かしい古～い曲の演奏と観て楽しいフ

ラダンスのコラボをお届けしたいと思います。

大田区の皆さんに支援していただいた感謝の

気持ちが伝われば嬉しいのですが・・・。 

3.11 東日本大震災を忘れない 

部署や役職にとらわれず、また、年齢も二十代前半の女性から

還暦過ぎのおじさんまでと、幅広い部員が在籍しており、腕前は

ともかく、地域の皆様が「明るくハッピーに」なっていただけるよう

な演奏が出来るよう頑張ります。 

TSUNAGU Teenager Tourguide of HigashiMatsushima)

【出演者紹介】 


